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農民画家ミレーが描いた『晩鐘』をモチーフにした花畑の中の案山子（丹後町此代）
１日の仕事の終わりを告げる晩鐘の音に農民夫婦が手を休め、神と祖先に感謝の祈りをささげている絵画『晩鐘』をイメージした

男女の案山子２体（写真左）とそれを見守るように座る製作者の女性を現した案山子（写真右）。
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全国農業新聞を購読してみませんか？
　全国農業新聞は公的代表機関である農業委員会系統組織
が発行する週刊の農業総合専門紙です。「週刊」ということか
ら日々の報道には限界がありますが、むしろ週刊の時間を活かし、
大切な情報をわかりやすくまとめています。
　また、多くの読者の皆様に満足して頂けるよう、家族全員が
楽しめる記事も充実しています。さらに、全国４７都道府県にあ
る支局の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地
域独自のイベント情報などの提供に努めています。

購読の申込みは京丹後市農業委員会へお気軽に連絡ください。
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つ
追
及
し
て
行
き
た
い
。

行
錯
誤
し
つ
つ
追
及
し
て
行
き
た
い
。

　

自
分
が
出
来
る
範
囲
で
食
べ
て
い
け

　

自
分
が
出
来
る
範
囲
で
食
べ
て
い
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
両
親
も
年
を

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
両
親
も
年
を

取
っ
て
く
る
の
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
協

取
っ
て
く
る
の
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
協

力
を
お
願
い
し
、
効
率
化
を
し
な
が
ら

力
を
お
願
い
し
、
効
率
化
を
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
。

や
っ
て
い
き
た
い
。

［
リ
ラ
ッ
ク
ス
］

［
リ
ラ
ッ
ク
ス
］

　

趣
味
を
大
切
に
し
た
い
。
楽
器
が
好

　

趣
味
を
大
切
に
し
た
い
。
楽
器
が
好

き
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
行
き
詰
っ
た
時
、

き
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
行
き
詰
っ
た
時
、

疲
れ
て
い
る
時
、
下
手
く
そ
な
り
に
思

疲
れ
て
い
る
時
、
下
手
く
そ
な
り
に
思

い
き
り
演
奏
す
る
と
気
晴
ら
し
に
な

い
き
り
演
奏
す
る
と
気
晴
ら
し
に
な

る
。
る
。

　

の
め
り
込
み
や
す
い
た
ち
な
の
で
仕

　

の
め
り
込
み
や
す
い
た
ち
な
の
で
仕

事
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
注
意
し
つ

事
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
注
意
し
つ

つ
だ
が
。

つ
だ
が
。

［
後
記
］

［
後
記
］

　

自
分
で
き
っ
ち
り
管
理
で
き
る
範
囲

　

自
分
で
き
っ
ち
り
管
理
で
き
る
範
囲

で
よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
だ

で
よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
だ

わ
り
と
、
電
子
工
作
で
シ
ス
テ
ム
を
作

わ
り
と
、
電
子
工
作
で
シ
ス
テ
ム
を
作

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
明
る
く
未
来
を

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
明
る
く
未
来
を

み
て
仕
事
を
す
る
姿
、
京
都
府
青
年
農

み
て
仕
事
を
す
る
姿
、
京
都
府
青
年
農

業
士
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
江

業
士
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
江

さ
ん
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て

さ
ん
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

取
材
／
瀬
戸
牧
男
委
員

瀬
戸
牧
男
委
員

大江さんが栽培したトルコギキョウ

【取材の様子】
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農業予算や施策に反映していただくよう
意見書を提出しました。
　農業委員会は、令和3年 10月 22日、中山市長に「農
地等の利用の最適化の推進に関する施策についての意
見書」を提出しました。意見書は、京丹後市の農業の
健全な発展と農業者並びに市民全ての幸福実現に寄与
することを目的として、農業を取り巻く厳しい環境を
伝え、その解決に向けて、特段の措置を講じていただ
くよう提出しています。

　農業の担い手となる人材を養成するため、収益性の高い京野菜や宇治茶の生産と経営を学び、
農業に従事する意欲のある学生を募集しています。

詳しくは下記にお問い合わせください。
【問】京都府立農業大学校（綾部市位田町桧前 30）　℡ 0773-48-0321

※推薦入学試験につきましては、終了しています

　

農
家
の
高
齢
化
や
農
家
数

の
減
少
に
よ
る
担
い
手
不
足

に
よ
り
、
農
地
な
ど
の
経
営

資
源
や
農
業
技
術
が
適
切
に

継
承
さ
れ
ず
に
荒
廃
農
地
の

増
加
や
農
会
等
の
組
織
存
続

ま
で
も
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
来
て
い
る
。

　

農
業
・
農
地
の
持
つ
多
面

的
機
能
は
、
食
料
の
安
定
供

給
、
国
土
保
全
、
水
資
源
の

涵か
ん

養
、
大
気
浄
化
、
温
暖
化

抑
制
な
ど
の
環
境
保
全
や
景

観
形
成
、
生
物
多
様
性
の
保

全
、
社
会
的･

文
化
的
価
値

の
継
承
な
ど
自
然
環
境
は
も

ち
ろ
ん
社
会
的
環
境
に
も
大

き
く
寄
与
し
て
お
り
、
多
面

的
機
能
が
維
持
で
き
な
い
と

地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら

次
世
代
を
担
う
意
欲
あ
る
担

い
手
が
将
来
に
わ
た
り
活
躍

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
早
期

に
整
え
る
こ
と
。

（1） 

京
力
農
場
プ
ラ
ン
の
実
質
化

　

農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
の

重
要
性
を
鑑
み
、
地
域
の
実
情

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
本
市
が

進
め
る
小
規
模
多
機
能
自
治
推

進
や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
と
連
携
し
て
策
定
さ
れ
る

よ
う
、
継
続
的
な
組
織
及
び
推

進
体
制
を
図
る
こ
と
。

（2）  

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集

約
化

　

京
力
農
場
プ
ラ
ン
の
実
質
化

と
併
せ
て
農
地
中
間
管
理
事
業

の
活
用
促
進
を
図
り
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
を
図
る
こ
と
。

（3） 

担
い
手
支
援

　

認
定
農
業
者
や
認
定
新
規
就

農
者
は
も
ち
ろ
ん
、
中
核
的
担

い
手
等
に
対
す
る
農
業
用
機
械

更
新
時
の
支
援
を
図
る
こ
と
。

（4）  

新
規
就
農
支
援
・
集
落
営
農
と

法
人
化
の
推
進

　

持
続
的
農
業
の
発
展
の
た

め
、
集
落
営
農
の
組
織
化
と
法

人
化
の
推
進
及
び
設
立
後
に
も

支
援
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
並

行
し
て
定
年
等
帰
農
者
な
ど

“
多
様
な
担
い
手
”
の
確
保
と
新

規
就
農
者
の
養
成
、
呼
び
込
み
、

定
着
化
を
図
る
こ
と
。

（5） 

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進

　

防
護
柵
等
設
置
事
業
の
計
画

的
実
施
に
よ
る
地
元
負
担
の
軽

減
と
、
捕
獲
個
体
の
埋
設
処
理

支
援
事
業
の
拡
充
及
び
捕
獲
個

体
処
理
施
設
の
継
続
検
討
を
図

る
こ
と
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
活

用
し
て
山
際
の
環
境
整
備
を
行

な
い
、
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
の
確

保
を
図
る
こ
と
。

（6）  

市
道
及
び
準
用
河
川
の
草
刈

り
の
支
援

　

市
道
及
び
準
用
河
川
は
市
が

維
持
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る

が
、
農
地
に
隣
接
し
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
草
刈
り
等
の
管

理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
何
ら
か
の
支
援
を
検
討
す

る
こ
と
。

 

１
．
集
落
農
業
の
環
境

　

本
市
の
農
地
は
典
型
的
な

中
山
間
地
域
の
脆
弱
な
生
産

基
盤
で
あ
り
、
水
田
に
お
い

て
は
昭
和
初
期
の
土
地
改
良

事
業
で
開
発
さ
れ
た
小
区
画

で
用
排
水
路
も
未
整
備
の
も

の
も
多
く
作
業
効
率
の
低
下

や
生
産
コ
ス
ト
の
増
大
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ

場
整
備
等
の
土
地
改
良
事
業

の
導
入
や
小
規
模
の
ま
ち
直

し
等
、
小
規
模
基
盤
整
備
事

業
に
も
積
極
的
に
取
組
み
、

生
産
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

 

2
．農
業
生
産
基
盤
の
環
境

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に

お
い
て
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
る
農
業
へ
の
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
こ
と
か
ら
農
産
物

価
格
低
下
や
食
料
消
費
の
変

化
を
早
急
に
把
握
し
、
人
の

交
流
が
戻
り
農
業
者
が
安
心

し
て
経
営
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

 

3
． 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
農
業
環
境

（1）  

学
校
給
食
な
ど
食
育

と
連
携
し
た
利
用
促

進
や
直
売
所
整
備
に

よ
る
販
路
拡
大
を
行

う
こ
と
。

（2）  

政
策
企
画
課
や
商
工

観
光
部
と
連
携
し
、
本

市
の
農
産
物
を
活
用

し
た
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
や
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
。

　

魅
力
あ
る
本
市
の
農
産
物

を
国
内
外
へ
発
信
し
て
認
知

度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地

域
商
社
支
援
事
業
な
ど
新
た

な
流
通
体
制
の
強
化
や
販
路

開
拓
は
運
営
組
織
が
計
画
性

を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
。

　

ま
た
、
観
光
等
と
の
連
携

強
化
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
り
、

本
市
の
農
産
物
が
売
れ
る
環

境
づ
く
り
を
農
家
と
と
も
に

整
え
る
こ
と
。

 

4
． 京
丹
後
市
産
農
産
物

の
評
価
・
流
通
に
お

け
る
環
境

　

業
務
が
多
様
化
・
複
雑
化

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

職
員
数
は
不
足
し
て
お
り
、

時
間
外
勤
務
は
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
職
場
環
境
の
改

善
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
。

 

5
．実
施
体
制（
職
場
環
境
）

（1）  

職
員
を
増
員
し
体
制

強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
J
A
等
農
業
関

係
機
関
と
連
携
し
て

農
業
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
。
ま
た
、
実
行

力
を
高
め
る
た
め
、
市

内
関
係
者
を
含
め
た

単
独
部
署
の
設
置
を

図
る
こ
と
。

（2）  

ほ
場
整
備
事
業
の
拡

大
に
向
け
、
専
門
性
の

高
い
技
術
職
員
の
確

保
及
び
人
材
育
成
の

実
施
を
図
り
、
早
期
着

工
、
早
期
完
了
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ

と
。

令和４年度令和４年度　　京都府立農業大学校　学生募集京都府立農業大学校　学生募集

20 人程度（推薦入学を含む）募集人員 ２年間（全寮制）学業期間

学校教育法に規定する高等学校若しくは中等教育学校の卒業者（令和 4年 3月卒
業見込み）又は同等の学力がある者で令和 4年 4月 1日時点で 40歳未満の者出願資格

一般入学試験（前期）：	受付期間　令和3年11月29日（月）～12月13日（月）
	 試験日　　令和4年		1 月 11日（火）
一般入学試験（後期）：	受付期間　令和4年		1 月 21日（金）～		2月		 2日（水）
	 試験日　　令和4年　2月18日（金）

願書受付期間
及び試験日程

中山市長よろしくお願いします！



農業委員会委員の募集について
　令和元年 7 月 1 日から二期目をスタートした農業委員及び農地利用最適化推進
委員（以下 「推進委員」 ）の任期（3年）が令和 4年 6月 30日を以って満了します。
これに伴い、令和 4 年 4 月に農業委員と推進委員の募集を行う予定としておりま
す。応募については、自薦または他薦により行いますが、応募の詳細については
3月末頃発行の農業委員会だよりやホームページでお知らせします。

予告予告予告予告

農業委員会事務局　☎69-0040問
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お願い

お願い

重要なお知らせ

全農地利用状況調査を実施しました !!全農地利用状況調査を実施しました !!

農作業のあと道路に泥を落とさないようにしましょう。農作業のあと道路に泥を落とさないようにしましょう。

農業者年金制度が改正されます
平成 14年 1月から始まった新たな年金事業（新制度）のみが対象です

　

私
は
現
在
50
才
で
す
。
2
年
前
よ
り

農
業
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
農
業
を
生
業
に
す
る
よ
う
に
な
っ

て
10
年
が
経
ち
、
農
業
を
始
め
る
ま
で

は
農
協
で
金
融
と
保
険
に
12
年
、
そ
の

後
金
属
加
工
を
6
年
勤
務
と
、
そ
れ
ぞ

れ
農
業
と
は
全
く
関
係
の
無
い
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
本
格
的
に
農
業
に
従

事
し
始
め
た
当
初
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
約

3
町
と
小
菊
を
1
反
作
付
け
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心

に
夢
ご
こ
ち
、
あ
き
だ
わ
ら
、
新
羽
二

重
糯
、
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
と
5
種
類

の
水
稲
を
合
計
13
町
5
反
、
白
ね
ぎ
と

葉
葱
を
約
1
反
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
と
し
て
活
動
す
る
に
は
ま

だ
経
験
、
知
識
が
全
く
足
り
て
お
り
ま

せ
ん
が
周
り
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
に
農
業
に
従
事
し
て
か
ら
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
就
農
当
時

に
比
べ
て
現
在
で
は
私
の
住
ん
で
い
る

地
区
周
辺
は
農
地
の
宅
地
・
商
業
地
化

が
進
ん
で
お
り
、
農
地
の
面
積
が
年
々

（
担
当
地
区
／
峰
山
町
新
町・荒
山・内
記・丹
波・矢
田・橋
木・石
丸・赤
坂
）

（
担
当
地
区
／
峰
山
町
新
町・荒
山・内
記・丹
波・矢
田・橋
木・石
丸・赤
坂
）

農
業
委
員

農
業
委
員
　　
服服は

っ
は
っ    

部部と
り
と
り

　　
英英ひ

で
ひ
で    

樹樹きき

（50（50歳歳））

減
少
し
て
い
ま
す
。
更
に
農
業
者
も

減
っ
て
来
て
い
る
中
で
、
私
が
農
作
業

を
し
て
い
る
と
珍
し
そ
う
に
眺
め
て
い

る
方
も
お
ら
れ
、
な
に
か
と
気
が
抜
け

な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
住

宅
、
店
舗
等
の
す
ぐ
横
が
田
畑
で
あ
る

と
い
っ
た
、
と
て
も
接
近
し
た
状
態
の

農
地
が
多
く
あ
る
た
め
、
近
隣
の
方
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
、
以
前
よ
り
更

に
注
意
し
て
農
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
な
か
で
農

業
機
械
等
の
音
、
土
、
塵
、
更
に
農
薬

の
飛
散
等
、
他
に
も
農
業
者
が
気
に
な

ら
な
い
こ
と
で
も
近
隣
の
方
は
気
に
な

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
農
業
委

員
と
し
て
活
動
す
る
中
で
こ
の
様
な
こ

と
が
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
農
地
の
転

用
、
形
状
変
更
等
各
種
申
請
に
つ
い
て

色
々
な
方
に
意
見
を
伺
い
周
辺
環
境
・

状
況
に
合
っ
た
判
断
が
出
来
れ
ば
と
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
丹
後
の
米
作
り
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
と
い
う
こ
と
で
農
業
振
興

課
の
方
に
協
力
し
て
も
ら
い
今
年
の
７

月
に
し
ん
ざ
ん
小
学
校
へ
先
生
と
し
て

教
壇
に
立
っ
て
来
ま
し
た
。
子
供
達
の

質
問
に
回
答
し
な
が
ら
、
農
業
に
つ
い

て
話
を
す
る
と
興
味
深
げ
に
聴
き
入
っ

て
く
れ
、
結
局
予
定
し
て
い
た
時
間
を

大
幅
に
過
ぎ
て
先
生
に
は
ご
迷
惑
を
掛

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
子
供
達
が
少
し
で
も
農
業
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
か
な
と
、
丹
後

の
農
業
の
未
来
に
期
待
し
た
い
で
す
。

　今年も農業委員会では農地法に基づき、　今年も農業委員会では農地法に基づき、①農地利用の確認、②遊休農地の実態把握と発①農地利用の確認、②遊休農地の実態把握と発
生防止・解消、③違反転用の発生防止・早期発見生防止・解消、③違反転用の発生防止・早期発見を目的に、農地利用最適化推進を目的に、農地利用最適化推進
委員（33名）と農業委員（19名）が担当区域ごとに市内の全農地の利用状況委員（33名）と農業委員（19名）が担当区域ごとに市内の全農地の利用状況
調査を行いました。調査を行いました。
　この調査により、遊休農地として判断した農地については、農地利用最適化推　この調査により、遊休農地として判断した農地については、農地利用最適化推
進委員が所有者または利用権設定者に直接訪問して、今後の農地利用の意向を伺進委員が所有者または利用権設定者に直接訪問して、今後の農地利用の意向を伺
いますので協力をお願いします。いますので協力をお願いします。
　なお、今後につきましても、調査等、必要に応じて農地等に立ち入ることがあ　なお、今後につきましても、調査等、必要に応じて農地等に立ち入ることがあ
りますが、皆さま方のご理解、ご協力をお願いします。りますが、皆さま方のご理解、ご協力をお願いします。

　田んぼや畑での農作業中、トラクターなどの農業機械を使用した後に道路へ出る際には、　田んぼや畑での農作業中、トラクターなどの農業機械を使用した後に道路へ出る際には、
機械についた泥などを落としてから走行するようお願いします。車道や歩道に落ちた土や機械についた泥などを落としてから走行するようお願いします。車道や歩道に落ちた土や
泥のかたまりは、自動車だけではなく、歩行者、オートバイ、自転車、車いすなどの通行泥のかたまりは、自動車だけではなく、歩行者、オートバイ、自転車、車いすなどの通行
の妨げになり、滑りやすく交通事故の原因にもなり、大変危険です。の妨げになり、滑りやすく交通事故の原因にもなり、大変危険です。
　農作業の状況や、ほ場への移動行程などにより、除去や清掃がすぐにでき　農作業の状況や、ほ場への移動行程などにより、除去や清掃がすぐにでき
ない場合もあるかと思いますが、やむを得ず道路に土や泥を落としてしまっない場合もあるかと思いますが、やむを得ず道路に土や泥を落としてしまっ
た場合には、スコップ等で取り除いてくださるようお願いします。た場合には、スコップ等で取り除いてくださるようお願いします。
　環境美化と交通安全のため、皆様のご協力をお願いします。　環境美化と交通安全のため、皆様のご協力をお願いします。

若い農業者が加入しやすいよう保険料が引き下げられます。
（35歳未満の方は、月額１万円から加入できます）

令和 4年 1月からポイント

1

農業者年金の加入可能年齢が引き上げられます。
（60歳以上 65歳未満の方も加入できます）

令和 4年 5月からポイント

3

農業者老齢年金　65歳以上 75歳未満
特例付加年金　　65歳以上（年齢上限なし）

農業者年金の受給開始時期の選択肢が広がります。
（年金の受給開始時期を、ご自身で選択できます）

令和 4年 4月から
ポイント

2

農業者年金とは、国民年金に上乗せすることで、将来受け取ることができる年金額を増やすこ
とを目的につくられた、国が運用する公的な年金です。
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左から　青木 美恵 委員、
米田 春美 委員、川溿 明美 委員

　
新
米
の
季
節
が
今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
新
米
を
口

に
さ
れ
た
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
郷
土
料
理
は
お
米
の
味
を
シ
ン
プ
ル
に
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
「
お
に
ぎ
り
」
で
す
。
定
番
は
塩
や
梅
干
し
で
す
が
、
ど
ん

な
具
を
入
れ
て
も
お
い
し
く
、
炊
き
込
み
ご
飯
を
お
に
ぎ
り
に
し

て
も
手
軽
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。
新
米
に
限
ら
ず
、
丹
後
に
は
お
い

し
い
秋
の
味
覚
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
旬
の
間
に
十
分
に
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。

丹
後
の
秋
の
味
覚

丹
後
の
秋
の
味
覚


